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Role of local communities in economic development:   





In this paper we survey the literature on the role of communities in the development of 
a market economy in Japan.  The role of communities has long been explored 
implicitly as well as explicitly in the literature on the Japanese economic history.  In 
this survey we focus on the export industries in the early stage of the modern economic 
development. In the late 19th century, when the traditional legal and private 
institutions which had governed transactions, collapsed, and at the same time the 
modern institutions were still underdeveloped, it was highly possible that problems 
due to information asymmetry between sellers and buyers were serious.  In fact, we 
can find many evidences of moral hazard and adverse selection in the documents of 
this period. On the other hand, since just after the opening up of the international 
trade in 1858, large amount of products including silk and tea, were exported to foreign 
countries. This implies some mechanisms worked to resolve the problems stemming 
from information asymmetry. In the case of silk industry, private associations based on 
local communities, prevented from moral hazard and adverse selection by establishing 
brands, which, in turn, were protected by the local government.  This case suggests 
that a market economy was complementary with local communities, and that the 
function of local communities, in turn, was complemented by the role of local 
governments. 
  

























































要素の配分，すなわち産業構造にも深い影響を与えた（Huber 1971; Bernhofen and 


















































由と考えられる（『横浜市史』第 2 巻，p.373）．金額には大きな差があるが，1860 年に
                              
1 茶の開港前は 1848-53 年． 
2 開港前後の相対価格変化については、新保[1978, 1995]も参照． 
3 通訳として横浜港の運上所に勤務していた福地源一郎（後に『東京日日新聞』社長・主
筆）の回想（『横浜市史』第 2 巻、p.5）． 
  4輸出品として生糸に次いだのは茶であった．当時の横浜駐在英国領事代理，ヴァイスは，




表 2 の 10 年ごとのデータによれば，1880 年まで，生糸と緑茶の 2 品目で日本の輸出額の
50-60％を占めた．同時に，生糸が戦前期を通じて日本の主要輸出品としての地位を保っ
たのに対して，緑茶の輸出額に占めるシェアが 1890 年以降低下したことも注目される． 
  生糸と茶は少数の輸出港から集中的に行われた．すなわち，生糸はほとんど全てが横浜
港から輸出され，緑茶の輸出は横浜と神戸が二分した（表 3）．一方，これら 2 品目の生
産地は比較的分散度が高かった（表 4，5）．生糸は群馬県と長野県が上位を占めたが，2
県の合計でも全国生産量の 37.2％（1881 年）ないし 33.7％（1890 年）であり，東北，関
東，中部等各地方の多くの府県で生糸生産が行われていた．茶の生産はさらに地域的に分
散しており， 上位を占めた静岡県と三重県の構成比計は， 21.6％ （1881 年） ， 30.0％ （1890
年）にすぎなかった．広い範囲の府県から横浜ないし神戸に生糸・茶が集荷され，海外に
輸出されて行ったわけである． 
さらに， 生糸と茶の各産地における生産構造も分散的であった． 若干時代が下るが， 1895
年における主要生糸生産県の状況を見ると，各県とも，多数の小規模な生産者によって製
糸が担われていたことがわかる（表 6）．生糸生産量がもっとも多かった長野県では，生
産戸数は 2 万戸以上に達した．そのほとんどが自宅における家内生産であり，1 戸当たり
の平均職工数 2.7 人にすぎなかった．もっとも，郡別に見ると生産構造は一様ではなく，
例えば，生産量が最大の諏訪郡には比較的規模の大きな製糸家が集まっていた．しかし，






り平均生産量は 25.2 貫 （94.5 kg） であった． 第二位の京都府にも 1 戸平均， 38.1 貫 （142.9 
kg）の茶を生産する 1 万戸以上の製茶家が存在した． 
  このように多数の小規模な生産者によって担われた生糸・茶の生産は，開港後に輸出に
主導されて増加したものであった（表 8）．明治以前の生産データを得るのは難しいが，
生糸については『横浜市史』第 2 巻に開港前 2 万箱（675 トン），開港後（1863 年）4 万
箱（1350 トン）という推定値が掲載されている．同じ期間に生糸輸出は 0 から 896 トン
に増加した（表 9）．開港にともなう生糸輸出の急増が，数年間で生糸生産を倍増させた
と見ることができる．生糸の輸出と生産は，国内のインフレのために 1870 年代末にかけ







   
3.生糸と茶の取引統治 



























  6非対称性にまつわる問題を解決することが重要性であったことを示している． 
当初主にヨーロッパ向けに輸出されていた生糸は， 1870 年代末からアメリカに輸出先を
広げ， 1880 年代半ば以降になると対アメリカ輸出が急増した． このアメリカへの市場転換
において，最も重要であったのは荷口，すなわちロットの大量化と品質の均一化であった
（井川 1992，等）．この転換の課題に素早く対応したのが，1878 年にアメリカ市場への







このことは逆に， 1890 年代まで， 適切な組織を構築するならば在来的な生産技術のままで

























































技術的な改善のための政策努力が注目されてきた（山口 1954；大石 1982；新谷 1987，
等）．しかし，製糸業と同様に茶業においても新技術の導入そのものは輸出に必須ではな


















わった（服部 1956； 『横浜市史』第三巻上，pp. 718-752； 『横浜市史』第 4 巻上，p.258；
角山 1980；寺本 1999，pp.88-99）． 
茶の取引についてはこのような失敗事例が知られている反面，成功した事例についての
研究蓄積が浅く，効率的な制度がどのようなものでありえたのか必ずしも判然としない．
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  12表1 鎖国政策の実効性と開港のインパクト
国内価格／国際価格 同変化率
開港前 開港後
輸出品 生糸 0.68 0.87 1.28
銅 0.73 0.93 1.27
米 0.84 0.78 0.93
茶 0.43 0.57 1.34
輸入品 鉄 5.68 2.15 0.38
釘 5.00 1.33 0.27
繰綿 2.06 1.01 0.49
綿糸 2.75 1.51 0.55
綿布 2.60 1.32 0.51
粗糖 1.10 0.58 0.53
精糖 3.71 1.39 0.38
資料：Huber[1971]Table1、3より作成．表2 輸出金額上位品目
1860 1870 1880 1890 1900
品目 金額（千ドル）％ 品目 金額（千円）％ 品目 金額（千円）％ 品目 金額（千円）％ 品目 金額（千円）％
1 生糸 2,595 65.6 緑茶 4,431 30.5 生糸 8,607 30.3 生糸 13,859 24.5 生糸 44,657 21.8
2 茶 309 7.8 生糸 4,279 29.4 緑茶 7,320 25.8 緑茶 6,068 10.7 綿糸 20,589 10.1
3 油 217 5.5 蚕卵紙 2,567 17.6 石炭 1,086 3.8 銅 5,378 9.5 石炭 20,032 9.8
4 同 209 5.3 昆布 504 3.5 蚕卵紙 991 3.5 石炭 4,796 8.5 絹織物 18,604 9.1
5 種子 117 3.0 石炭 298 2.1 昆布 697 2.5 絹ハンカチ 2,517 4.4 銅 12,922 6.3
計 3,954 100.0 計 14,543 100.0 計 28,395 100.0 計 56,604 100.0 計 204,430 100.0
資料：『横浜市史』第2巻、p.370、東洋経済新報社『日本貿易精覧』1935年.表3 主要輸出品の輸出港
金額（千円） 構成比（％）
1880年 1890年 1880年 1890年
生糸 横浜 8,607 13,687 100.0 98.8
神戸 0 173 0.0 1.2
大阪 0 0 0.0 0.0
長崎 0 0 0.0 0.0
函館 0 0 0.0 0.0
その他 0 0 0.0 0.0
計 8,607 13,859 100.0 100.0
緑茶 横浜 4,630 3,478 63.2 57.3
神戸 2,638 2,558 36.0 42.2
大阪 0 0 0.0 0.0
長崎 53 31 0.7 0.5
函館 0 0 0.0 0.0
その他 0 0 0.0 0.0
計 7,320 6,068 100.0 100.0
資料：『大日本外国貿易年表』．表4 主要輸出品の輸出港
(a)1880年
生糸 緑茶 石炭 蚕卵紙 昆布
金額（千円）横浜 8,607 4,630 12 991 65
神戸 0 2,638 6 0 63
大 阪 00002
長崎 0 53 1,068 0 5
函 館 0000 5 6 2
そ の 他 00000
計 8,607 7,320 1,086 991 697
構成比（％）横浜 100.0 63.2 1.1 100.0 9.3
神戸 0.0 36.0 0.6 0.0 9.1
大阪 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3
長崎 0.0 0.7 98.3 0.0 0.7
函館 0.0 0.0 0.0 0.0 80.6
その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
(b)1890年
生糸 緑茶 銅 石炭 絹ハンカチ
金額（千円）横浜 13,687 3,478 3,036 358 2,482
神戸 173 2,558 2,280 674 35
大 阪 00 3 700
長崎 0 31 20 2,327 0
函館 0 0 0 10 0
新潟 0 0 5 1,427 0
計 13,859 6,068 5,378 4,796 2,517
構成比（％）横浜 98.8 57.3 56.5 7.5 98.6
神戸 1.2 42.2 42.4 14.1 1.4
大阪 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0
長崎 0.0 0.5 0.4 48.5 0.0
函館 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0
その他 0.0 0.0 0.1 29.8 0.0
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
(c)1900年
生糸 綿糸 石炭 絹織物 銅
金額（千円）横浜 44,627 432 425 18,162 4,917
神戸 30 16,878 615 276 7,830
大阪 0 1,959 1 130 174
長崎 0 378 2,699 34 1
函 館 00 3 500
その他 0 943 16,256 1 1
計 44,657 20,589 20,032 18,604 12,922
構成比（％）横浜 99.9 2.1 2.1 97.6 38.1
神戸 0.1 82.0 3.1 1.5 60.6
大阪 0.0 9.5 0.0 0.7 1.3
長崎 0.0 1.8 13.5 0.2 0.0
函館 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0
その他 0.0 4.6 81.2 0.0 0.0




1 群馬 345.0 20.0 長野 689.1 21.2
2 長野 297.2 17.2 群馬 408.3 12.5
3 福島 185.0 10.7 福島 297.8 9.1
4 埼玉 112.5 6.5 滋賀 205.0 6.3
5 神奈川 107.4 6.2 神奈川 204.7 6.3
6 山梨 91.3 5.3 山梨 180.7 5.6
7 山形 87.1 5.0 埼玉 157.3 4.8
8 岐阜 78.0 4.5 岐阜 141.5 4.3
9 滋賀 69.7 4.0 山形 125.9 3.9
10 石川 60.4 3.5 宮城 83.6 2.6
11 宮城 48.9 2.8 兵庫 74.9 2.3
12 兵庫 39.2 2.3 岩手 64.2 2.0
13 京都 35.9 2.1 新潟 61.6 1.9
14 新潟 28.5 1.6 京都 50.6 1.6
15 岩手 20.6 1.2 富山 50.2 1.5
16 福井 17.3 1.0 福井 45.9 1.4
17 秋田 14.5 0.8 愛知 44.6 1.4
18 静岡 13.5 0.8 徳島 39.0 1.2
19 栃木 12.7 0.7 茨城 32.3 1.0
20 愛知 11.6 0.7 栃木 31.7 1.0
その他 52.7 3.1 その他 266.4 8.2




1 静岡 2,609 12.4 静岡 5,411 20.8
2 三重 1,938 9.2 三重 2,386 9.2
3 京都 1,753 8.3 京都 1,756 6.7
4 岐阜 1,203 5.7 岐阜 1,245 4.8
5 滋賀 1,142 5.4 福岡 1,163 4.5
6 鹿児島 1,123 5.3 滋賀 1,120 4.3
7 埼玉 1,010 4.8 奈良 1,097 4.2
8 大阪 869 4.1 兵庫 842 3.2
9 茨城 811 3.9 山口 696 2.7
10 熊本 797 3.8 広島 691 2.7
11 高知 747 3.6 鹿児島 661 2.5
12 兵庫 730 3.5 宮崎 646 2.5
13 山口 602 2.9 熊本 601 2.3
14 和歌山 560 2.7 岡山 597 2.3
15 福岡 469 2.2 埼玉 564 2.2
16 石川 459 2.2 高知 551 2.1
17 岡山 447 2.1 茨城 526 2.0
18 愛媛 429 2.0 和歌山 470 1.8
19 愛知 419 2.0 新潟 448 1.7
20 広島 395 1.9 愛知 429 1.6
その他 2,494 11.9 その他 4,148 15.9
21,004 100.0 26,045 100.0
資料：『帝国統計年鑑』．表7 生糸生産の構造(1895年）
戸数 職工数 生産 1戸当職工数 １戸当生産量
計 製造所 自宅
戸戸人貫人 貫
長野県 計 23,726 843 22,883 63,612 394,627 2.7 16.6
南佐久 191 20 171 740 3,104 3.9 16.3
北佐久 720 31 689 2,103 9,012 2.9 12.5
小県 7,587 39 7,548 10,016 35,633 1.3 4.7
諏訪 1,649 278 1,371 15,420 153,999 9.4 93.4
上伊那 1,513 83 1,430 5,272 26,458 3.5 17.5
下伊那 4,482 82 4,400 7,438 24,428 1.7 5.5
西筑摩 1,895 25 1,870 1,984 7,515 1.0 4.0
東筑摩 472 87 385 3,418 35,290 7.2 74.8
南安曇 225 28 197 766 4,540 3.4 20.2
北安曇 600 33 567 2,312 13,595 3.9 22.7
更級 1,759 8 1,751 2,775 6,878 1.6 3.9
埴科 2,314 12 2,302 4,632 15,826 2.0 6.8
上高井 95 88 7 4,685 42,695 49.3 449.4
下高井 75 24 51 1,283 12,396 17.1 165.3
上水内 140 1 139 569 1,953 4.1 14.0
下水内 9 4 5 199 1,305 22.1 145.0
群馬県 34,142 59 34,083 203,663 6.0




静岡県 賀茂郡 220 3,325 15.1
那賀郡 56 837 14.9
君澤郡 155 7,460 48.1
田方郡 147 8,760 59.6
駿東郡 533 38,165 71.6
富士郡 2,483 72,300 29.1
庵原郡 4,854 111,672 23.0
有渡郡 3,550 111,646 31.4
安倍郡 4,762 145,102 30.5
志太郡 10,022 188,262 18.8
益津郡 225 13,000 57.8
榛原郡 7,578 226,000 29.8
佐野郡 3,531 78,232 22.2
城東郡 6,620 138,593 20.9
周智郡 3,725 65,660 17.6
豊田郡 4,250 102,044 24.0
山名郡 2,932 57,522 19.6
磐田郡 636 12,386 19.5
長上郡 130 9,000 69.2
敷知郡 350 40,800 116.6
浜名郡 34 200 5.9
引佐郡 294 8,060 27.4
鹿玉郡 128 500 3.9
静岡市 113 2,889 25.6
計 57,328 1,442,415 25.2
京都府 京都市 170 3,012 17.7
愛宕郡 270 7,805 28.9
葛野郡 305 25,538 83.7
乙訓郡 440 10,198 23.2
紀伊郡 550 20,197 36.7
宇治郡 1,150 45,409 39.5
久世郡 1,621 100,282 61.9
綴喜郡 2,575 121,720 47.3
相楽郡 3,575 76,627 21.4
南桑田郡 130 2,550 19.6
北桑田郡 120 4,116 34.3
船井郡 452 13,597 30.1
何鹿郡 178 11,328 63.6
天田郡 617 13,795 22.4
加佐郡 30 6,856 228.5
与謝郡 20 1,618 80.9
熊野郡 20 1,623 81.2
中郡 ・・・ 1,924 ・・・






生産 輸出 生産 輸出
開港前 675 0 ･･･ 0
1863 1,350 896 ･･･ 2,706
1878 1,350 872 10,358 13,055
1885 2,423 1,474 20,543 18,500
1895 8,624 3,487 32,621 23,296
資料：1863年までは『横浜市史』第2巻、以後は『明治大正国勢総覧』．